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トビイロシワアリ
Tetramorium tsushimae

草地や公園など開けた場所の地中、石の下、草
の根元などに巣を作る。サイエンスパークの科学館
への道の上を歩いているかも。

フタフシアリ亜科

トビイロケアリ
Lasius japonicus

草地や林で見られ、よくアブラムシから蜜をいただ
く。遊具前のケヤキの幹や根元にいるかも。

ヤマアリ亜科

体長：2.5～3.5 mm

① こげ茶色の体
② 腹柄節は２個
③ 頭、胸に細かいシワ
④ 胸の後ろの方に短いトゲ

ウメマツオオアリ
Camponotus vitiosus

樹木の枯れ枝、立ち枯れした枝に巣を作る。
自然観察園の枯れがちな樹の幹を歩いている
かも。似た種にイトウオオアリがいる。

体長： 4～6 mm

浜松科学館敷地内で観察できる
７種のアリ科

※正確な種同定にはより詳しい観察が必要です

ヤマアリ亜科

体長：2.5 mm

四角っぽい頭
シワだらけな頭・胸

1mm

① ④③ ②

① ツヤのないこげ茶色の体
② 腹柄節は１個
③ 腹柄節を横から見ると

日本刀のような形

茶色でツヤけし

1mm

① ②③

① 黒～こげ茶色の体
② 腹柄節は１個
③ 胸の後半がへこむ
④ 腹柄節は分厚い

※イトウオオアリは薄い

幹を歩く
ツヤがあるアリ

1mm

① ④③ ②

腹柄節（青色の部分）
胸と腹をつなぐ節で

アリ科には１個か２個ある

クロヤマアリ
Formica japonica

草地や公園など開けた場所の地中、石の下、
草の根元などに巣を作る。隠ぺい種がいること
が知られ、複数種に分かれる可能性がある。

ヤマアリ亜科

体長： 4.5～6mm

アミメアリ
Pristomyrmex punctatus

草原から林で見られ、石の下や倒木に巣を作
るが一時的で、定住しない。科学館入口の植
え込みでアブラムシから蜜をいただいているかも。

フタフシアリ亜科

体長：2.5 mm

一番見つかる！
大きくて灰色のアリ

①ツヤのない灰色の体
②腹柄節は１個
③胸の前半が後半よりも盛り上がる

①③②

1mm

頭・腹はまん丸
くし団子みたい

①腹はこげ茶色、他はアメ色
②腹柄節は２個
③頭、胸はメロン模様
④胸の後ろの方に長いトゲ

①③②

1mm

④

お腹は上から見ると
ハート形

①アメ色からこげ茶色の体
②腹柄節は２個
③胸の後ろの方に短いトゲ
④上から見るとハート型の腹

③②

1mm

ハリブトシリアゲアリ
Crematogaster matsumurai

草原から林で見られ、枯れ枝に巣を作る。そのた
め樹の幹でよく見られる。サイエンスパークのアベ
マキの幹を歩いているかも。

フタフシアリ亜科

体長： 2～4 mm

①④

オオズアリ
Pheidole nodus

兵アリ、働きアリの2型がある。草原や林で見
られ、石の下や朽ち木に巣を作る。サイエンス
パークの科学館への道の上を歩いているかも。

フタフシアリ亜科

体長：3.5 mm（兵アリ）, 3 mm（働きアリ）

働きアリは
スラッとしてる

①頭・腹はこげ茶色、他はアメ色
②腹柄節は２個
③胸の後ろの方に短いトゲ
④腹柄節は後ろの方が大きい

1mm 兵アリ 1mm働きアリ

①② ③④①② ③④
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